
  田村市立都路小学校 学校だより             【通巻第９４号】 

   

   

  令和３年１２月２３日  発行責任者 校長 安瀬 一正  

 

   

   

 冬至が過ぎ、今年も残すところあとわずかとなりました。 

 寒さも日に日に増していますが、寒さに負けず、校庭でお

にごっこをしたり、玄関前でなわとびをしたりと元気に活動する子どもたちの姿が見られます。寒

い季節、校舎内に閉じこもるのではなく、春に向けての体力づくりが重要になってきます。 

 １２月から火・木曜日の業間の時間は、ランランタイ

ムからピョンピョンタイムに変わりました。今年も運動

会のリレーの縦割り班で、「長なわとびの連続記録」に

挑戦しています。 

 なわは上学年の児童が回します。タイミングをとりな

がら下学年児童が跳びますが、はじめのころはなかなか

上手くいきませんでした。しかし、練習を重ねるごとに

まわす児童、跳ぶ児童がそれぞれタイミングとることが

できるようになり、跳ぶ回数もどんどん増えていき

ました。そこには、班での話し合いがありました。

上学年児童が中心となって、練習中、練習後、班で

話し合って気持ちを一つにしてきました。このみん

なで考え、同じ目標に向かって進んでいく協働の姿

こそ求める都路っ子です。今後も様々な場面で、こ

のような姿が見られるよう育てていきます。 

 

 

 

 

 

 また、昨年に引き続き今年度も県教育委員会健康教育課主催の Web なわとびコンテストに参加

しています。学年ごとの参加になりますが、他校の記録もHPでリアルタイムで更新されるため、

子どもたちはそれを励みとして、目標に向かってがんばっています。 
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 １２月３日に「田村っ子の元気を支援する事業」

補助金を活用し、１～３年生が郡山のアイスアリー

ナで「スケート教室」を実施しました。インストラ

クターから指導を受け、氷の上での立ち方、転び方、

歩き方、滑り方を教わりました。昨年度も体験した子どもたち、今年はじめて体験する子どもたち、

それぞれのコースで指導を受けました。はじめは怖がっていましたが、転びながらもどんどんとコ

ツをつかみ、あっという間に１人で立ったり、歩いたり…。中には、リンクを一周まわることがで

きるようになった子どももいました。 

 最後の自由時間では、多くの子ども

たちがリンクを何周もすべって楽し

んでいました。終わりの合図をしたと

きには「もっとすべりたい」「もうち

ょっとだけ」と終わりを惜しむ姿が多

く見られました。 

 昼食は、持参したおいしいお弁当を

いただき、大満足の一日となりました。 

 

 

 

以下について表彰をしましたので紹介します。 

○田村地区造形作品展 

 推 奨  ２年 あゆきさん 「レインボーりくがめ」 

      ４年 あゆむさん 「朝の魚つり」 

 特 選  ３年 さくらさん 「にじ色の森」 

      ４年 ゆうやさん 「夜のつり」 

 準特選  １年 ほのかさん 「ふしぎなふしぎなひみつきち」 

      ５年 りゅうせいさん 「７月７日の夜の町」 

      ６年 いっとさん 「通り道」 

      ６年 そうたさん 「思い出のキーボード」 

 

〇火災予防・住宅用火災警報器標語コンクール 

 優良賞  ４年 會見 隼大「ぼくたちで 町を守ろう 火災ゼロ」 

      ６年 髙橋 琴河「後始末 やるのは誰だ 全員だ」 

  

   

  

１４日（火）～１６日（木）まで環境ボランティア委員会が赤い

羽根共同募金を実施しました。集まった募金は「地域のために役立

ててほしい」と、２１日に子どもたちから市社会福祉協議会にお渡

ししました。 

保護者の皆様にもご協力いただき、ありがとうございました。 


